
 
99名の 6年生が卒業します 

 3 月 25 日(火)、99 名の 6 年生が卒業します。力のある 6 年

生でした。明るくエネルギッシュで、日常生活のどんなところ

にも面白さや楽しさが見つけられる知的好奇心が旺盛な子ど

もたちでした。 

それぞれの学年には、カラーがあります。どんなカラーが良

くて、どんなカラーが悪いというものではありません。それぞ

れに違っているから面白いわけです。6 年生は、伸びていく力

をもった集団でした。中学校進学後も本校の卒業生としての成

長が楽しみです。 

6 年生は総合的な学習の時間に新富町の未来

について考えていました。それぞれのグループ

が考える未来の新富町への提案は、一人一人の

思いが込められたものであり、故郷を愛する気

持ちが随所に垣間見えるものでした。卒業して

も富田小はみんなの母校ですし、もっと成長して新富町を離れ

てもここがみんなの故郷だと胸を張って言えるよう、母校や故

郷を責任もって守っていかなければならないと改めて感じて

います。 

 

ご理解、ご支援に心から感謝いたします 

来週の 3 月 26 日(水)は修了式です。学校の 1 年が終わりま

す。令和 6年度、皆様にとってどんな 1年だったでしょうか? 

お子様の成長を感じていただけていたら幸いです。 

時間の経過とともに成長する側面、様々な経験をすることで 

広がっていく側面、困難なことに立ち向かうことで強くなる側

面…。お子様の様々な面が 1年間で、より広がり、より深まる

ことを願って教育活動を行ってまいりました。時には、厳しい

指導があったかもしれません。また、指導の意図が上手く伝わ

らずに不安に感じられたこともあったかもしれません。学校の

指導が十分だったとは思っておりませんが、私たちは、子ども

たちが充実した未来を生きていくことができるように、今でき

ることを、今必要だと思うことを指導してまいりました。その

ような学校側の考えにもご理解いただいたことに心から感謝

申し上げます。富田小の子どもと保護者の

皆様と過ごした時間が私たちにとっても

大切な時間になりました。どうもありがと

うございました。 

次年度も引き続き、よろしくお願いいた

します。 

 

お別れ遠足 お別れ集会 ぴょんぴょん大会 

遠足の前日は、ワクワクしていたことを思い出します。きっ

と、今の子どもたちもそこは同じではないかと思います。遠足

当日は「弁当の日」でもありましたので、前日から当日の朝は

ご家庭でもワクワク、バタバタではなかったかと思います。6

年生との「お別れ集会」も「ぴょんぴょん大会」も十分に楽し

んだ子どもたちでした。やはり、遠足は特別ですね。 

 

 
3月の 
キャラクター 

 
 

 
 

 

 

 

 

４月の行事（現段階での予定です） 

 

新富町全校児童生徒表彰  

3月 10日(月)、新富町の善行児童生徒の表彰式

が役場で開催されました。本校から表彰されたの

は、6 年生の新城 花琉さんです。花琉さんの表

彰に至った理由は下記のとおりです。 

感心しました。自分の信じる道を進むことの素晴らしさと尊

さを感じる表彰式でした。 

 
【お別れ集会の様子】     【表彰式の様子】 
 
 

 
 
 
 
 

日 曜 行 事 
4/ 7 月 新任式・始業式 教室移動 学級開き 
4/ 8 火 身体計測(3.4年) 委員会編制 
4/ 9 水 身体計測(2年) 読書 
4/10 木 入学式前日準備 
4/11 金 入学式 読書 
4/14 月 身体計測(5.6年) 1 年生給食開始 委員会・係 
4/16 水 地区集会 
4/17 木 全国学力・学習状況調査(6年) 
4/18 金 交通教室  教育相談 
4/21 月 図書館開館 委員会・係 
4/23 水 避難訓練(津波) 教育相談 
4/25 金 参観日・PTA総会 読書 
4/28 月 委員会・係  
4/30 水 結団式 
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回覧 

新富町で毎週金曜日に開かれている子ども食堂「みんな

の居場所 こぶたのおうち」での手伝いに毎週通っている。 

このボランティアを始めたきっかけは、5 年生の頃転入

した時に出会った先生に勧められたことにある。それから

1年以上継続して関わっている。 

作業内容はお弁当作りではあるが、材料の下準備から調

理、片付け、そして配達まで行っている。配達先は、高齢

者の方、子ども、単身赴任の方など様々で、毎回 6軒ほど、

個数で言うと 20～30個の手作り弁当を届けている。お弁当

を作る作業から食べる人に届ける作業までを行うことで大

きなやりがいを感じている。 

今後も、やりがいを感じつつ楽しみながら取り組んでい

きたいと考えており、社会貢献への意識も高い。 


